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服をめぐる
衣服の研究現場より
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本誌について

『服をめぐる』は、京都服飾文化研究財団（KCI）が収蔵する膨大な西洋
服飾コレクションを手がかりに、服飾の歴史や文化を分かりやすくお
伝えする小冊子です。文学者やアーティストからの視点、日本の伝統産
業との関わり、研究現場からのレポートなど、さまざまな観点から服
飾の世界にアプローチします。服をめぐる旅が今、ここから始まります。

京都服飾文化研究財団（KCI）とは

京都服飾文化研究財団（The Kyoto Costume Institute, 略称 KCI）は、
西洋の服飾やそれにかかわる文献資料を収集・保存し、調査・研究す
る機関として、1978年に株式会社ワコールの出捐によって設立され
ました。現在、18世紀から現代までの衣装など服飾資料を約13,000点、
文献資料を約20,000点収蔵。それらを多角的に調査・研究し、その結
果を国内外での展覧会（「LOVEファッション－私を着がえるとき」展、
「ドレス・コード ?－着る人たちのゲーム」展、「モードのジャポニスム」展
など）や、研究誌『Fashion Talks...』の発行を通じて公開しています。
Website  https://www.kci.or.jp/
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18世紀　京都服飾文化研究財団所蔵　成田舞撮影

ストマッカーの着装例
ドレス：1770-1775年頃、
ストマッカー：1760-1770年代
※本ストマッカーは表紙の作品の類似例です。
　同一のものではありません。

京都服飾文化研究財団所蔵
成田舞撮影

本品は18世紀の西欧の貴族女性が使用したストマッカー（胸当て）。アイボリーの
絹平織の上に散りばめられた繊細な草花模様には、多色の絹糸と金属糸による
コーチング・ステッチやチェーン・ステッチなど様々な刺繍技法が用いられていま
す。中央にはカーネーションとみられる花が表され、その周囲には小さな草花が
左右対称に配されています。近世以降、西欧で親しまれたカーネーションは、
ミュール（室内履き）などの服飾品にも、モチーフとしてよく見られます。
ストマッカーとは、前明きのドレスの胸元に装着する三角形のパーツです。着用
時は、その都度ドレスあるいはコルセット（下着）に糸で縫い付けるか、ピンで留
める必要がありました。人の視線を集める部分であるため、刺繍、レース、リボ
ンのほか、時には宝石によって装飾されることもありました。
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一
人
一
品

村
松 

美
賀
子

M
ikako M

uram
atsu 文

筆
家 

× 

K
C
I
収
蔵
品

著
名
人
が
各
々
の
目
を
通
し
て
、
K
C
I
の
収
蔵
品
に
迫
る
「
一

人
一
品
」。
今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
文
筆
家
の
村
松
美
賀
子
さ
ん
で
す
。

村
松
さ
ん
は
東
京
で
編
集
に
携
わ
っ
た
の
ち
、
文
筆
家
と
し
て
活

動
を
ス
タ
ー
ト
。
ロ
ン
ド
ン
滞
在
を
経
て
、
2
0
0
0
年
か
ら
京

都
在
住
。
生
活
文
化
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
執

筆
や
編
集
を
手
が
け
る
ほ
か
、
ア
ト
リ
エ
「
月
ノ
座
」
を
主
宰
し
、

言
葉
や
本
を
中
心
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。
著
書
に
『
京
都
で
み
つ
け
る

骨
董
小
も
の
』『
京
都
の
市
で
遊
ぶ
』、
編
著
に
『
辻
村
史
朗
』『
標

本
の
本
―
京
都
大
学
総
合
博
物
館
の
収
蔵
室
か
ら
』（
共
著
者
：
伊

藤
存
）、
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
『book ladder

』、
共
著
書
に
『
住
み
直

す
』『
京
都
を
包
む
紙
』（
共
著
者
：
井
上
由
季
子
）、
法
然
院
貫
主
の

言
葉
を
も
と
に
構
成
・
執
筆
し
た
『
あ
り
の
ま
ま
』
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

現
在
、
村
松
さ
ん
は
出
版
社
の
青
幻
舎
が
運
営
す
る
「
青
幻
舎

note

」
に
て
、『
村
松
美
賀
子
「
女
性
と
工
芸 
1
9
0
0

−

1
9
4
5
」』
を
連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
19
世
紀
末
か

ら
20
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
女
性
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
も
の

づ
く
り
を
し
て
い
た
の
か
を
ひ
も
と
い
た
「
ウ
ィ
ー
ン
工
房
と
パ

リ
の
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
」
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
村
松
さ
ん

に
は
、
そ
の
連
載
に
も
登
場
す
る
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
工
房
が
手
が
け
、

K
C
I
が
所
蔵
す
る
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
文
章
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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2
0
2
5
年
の
初
夏
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
れ
た
。

百
年
ほ
ど
前
、
モ
ダ
ン
な
も
の
づ
く
り
に
か
か

わ
っ
た
女
性
た
ち
を
訪
ね
る
旅
だ
っ
た
。
そ
の

う
ち
、
ウ
ィ
ー
ン
工
房
と
パ
リ
の
マ
ル
テ
ィ
ー

ヌ
の
こ
と
を
辿
っ
て
み
た
い
。
そ
こ
で
は
彼
女

た
ち
が
絵
を
描
き
、
手
を
動
か
し
て
暮
ら
し
の

も
の
を
生
み
だ
し
て
い
た
。

2025年 6月25日、26日　

ウィーン

Wien

そ
の
後
、
M
A
K
学
芸
員
の
ア
ン
ネ
＝
カ
ト

リ
ン
・
ロ
ス
ベ
ル
ク
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。
ア

ン
ネ
さ
ん
は
2
0
2
1
年
に
『
ウ
ィ
ー
ン
工
房

の
女
性
た
ち
』
展
を
手
が
け
、
知
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
女
性
作
家
に
も
光
を
当
て
た
。

宿
に
戻
っ
て
か
ら
、
展
覧
会
の
図
録
デ
ー
タ
を

開
く
と
、
こ
ん
な
一
節
を
み
つ
け
た
。「
白
い

ス
モ
ッ
ク
姿
の
若
い
女
性
作
家
た
ち
が
芸
術
家

工
房
の
各
フ
ロ
ア
を
蜂
の
よ
う
に
行
き
交
い
、

に
ぎ
わ
せ
て
い
た
」。
第
一
次
大
戦
が
始
ま
っ

て
、
男
性
が
少
な
く
な
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
工
房
は
、

女
性
を
主
体
と
し
た
新
し
い
部
門
を
つ
く
っ
た
。

誰
も
が
好
き
な
と
き
に
来
て
、
好
き
な
も
の
を

つ
く
っ
て
い
い
と
い
う
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

自
由
な
場
所
だ
っ
た
。

翌
朝
、
芸
術
家
工
房
の
あ
っ
た
場
所
に
向
か
う

つ
も
り
だ
っ
た
が
、
あ
ま
り
の
暑
さ
に
ま
い
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
、
頭
が
痛
く
て
身
体
が
だ
る

い
。
こ
の
日
も
太
陽
が
ぎ
ら
ぎ
ら
し
て
い
る
。

路
面
電
車
で
美
術
館
や
博
物
館
の
集
ま
る
場

所
ま
で
行
っ
た
ら
、
歩
い
て
15
分
ほ
ど
だ
。
巨

大
な
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
像
を
仰
ぎ
み
な
が

ら
、
も
う
一
歩
も
進
め
な
か
っ
た
。

路
面
電
車
の
窓
の
外
に
は
、
白
い
壁
に
金
色
の

文
字
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
光
っ
て
い
る
。
初
め
て

の
ウ
ィ
ー
ン
は
、
白
と
金
の
街
に
み
え
た
。

ま
っ
す
ぐ
、
ウ
ィ
ー
ン
応
用
美
術
館
（
M
A
K
）

に
向
か
う
。
ウ
ィ
ー
ン
工
房
の
常
設
展
示
が
目

当
て
だ
っ
た
の
に
、
展
示
室
は
改
装
中
で
観
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
19
世
紀
半
ば
の
建
物

は
優
美
だ
っ
た
。
天
井
に
描
か
れ
た
精
緻
な
文

様
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
、
ど
こ
か
や
わ
ら
か

い
。
こ
の
隣
に
あ
っ
た
応
用
美
術
の
学
校
で
、

百
年
ほ
ど
前
、
工
房
の
作
家
と
な
る
女
性
た
ち

が
学
ん
で
い
た
。

翌
日
は
知
人
の
案
内
で
、
レ
オ
ポ
ル
ド
美
術
館

に
行
っ
た
。
こ
こ
も
建
物
の
修
復
工
事
で
、

ウ
ィ
ー
ン
工
房
の
作
品
を
集
め
た
フ
ロ
ア
は
閉

ま
っ
て
い
た
。

工
房
の
設
立
者
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ホ
フ
マ
ン
の
室

内
装
飾
や
家
具
な
ど
は
観
る
こ
と
が
で
き
た
。

建
築
家
の
つ
く
っ
た
空
間
は
白
と
淡
い
グ
レ
イ

の
ト
ー
ン
で
、
一
見
無
地
に
み
え
る
壁
紙
も
、

こ
ま
か
な
黒
の
模
様
が
入
っ
て
い
る
。
机
や
椅

子
は
直
線
的
だ
が
、
あ
た
た
か
い
。

p.6-9 写真提供／村松美賀子氏
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2025年 6月28日　

パリ

Par i s

を
も
っ
て
、
目
の
前
に
あ
る
も
の
を
眺
め
て
い

る
よ
う
な
。

き
の
こ
の
絵
の
先
に
、
少
女
た
ち
が
絵
を
描
い

て
い
る
写
真
が
あ
っ
た
。
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
、
女
の
子
た
ち
が
紙
に
向
か
っ
て
い
る
。

ち
ょ
っ
と
微
笑
ん
で
い
る
。
壁
に
は
び
っ
し
り

と
原
画
が
貼
り
だ
さ
れ
、
右
手
の
壁
に
は
、
脚

立
に
の
っ
た
子
が
大
き
な
絵
を
描
い
て
い
る
。

白
い
ス
モ
ッ
ク
の
よ
う
な
服
は
、
絵
の
具
ま
み

れ
だ
。
き
の
こ
の
絵
か
ら
想
像
し
た
夢
の
ア
ト

リ
エ
と
い
う
よ
り
は
、
か
な
り
生
々
し
い
制
作

の
現
場
に
み
え
た
。

き
の
こ
の
絵
を
描
い
た
少
女
は
、
数
年
後
に
は

り
ん
ご
の
木
を
描
い
て
い
た
。
見
上
げ
た
先
に

は
鈴
な
り
に
実
が
つ
き
、
格
子
の
画
面
は
点
と

線
で
埋
め
つ
く
さ
れ
、
蔓
草
も
這
う
。
こ
れ
も

彼
女
の
見
た
景
色
に
違
い
な
い
が
、
ず
い
ぶ
ん

洗
練
さ
れ
て
、
お
さ
ま
り
が
い
い
。

美
術
館
を
出
た
の
は
18
時
過
ぎ
だ
っ
た
が
、
夏

至
を
す
ぎ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
真
昼
の
よ
う
だ
。

強
い
光
に
照
ら
さ
れ
て
、
木
々
は
白
く
輝
き
、

陰
に
な
っ
た
と
こ
ろ
は
黒
々
と
茂
る
。
み
て
き

た
ば
か
り
の
色
彩
を
思
う
。

パ
リ
装
飾
芸
術
美
術
館
で
開
か
れ
て
い
た
ポ
ー

ル
・
ポ
ワ
レ
の
特
別
展
へ
。
ポ
ワ
レ
が
少
女
た

ち
を
集
め
て
つ
く
っ
た
「
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
」
が

観
た
か
っ
た
。
花
や
植
物
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
も
の
た
ち
は
、
素
朴
で
愛
ら
し
い
の
に
、

勢
い
が
あ
る
。

な
か
で
も
、
つ
よ
く
惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
、

少
女
た
ち
の
ス
ケ
ッ
チ
だ
。
そ
の
な
か
に
、
き

の
こ
の
絵
が
あ
っ
た
。
巨
大
な
き
の
こ
が
宙
に

浮
い
て
い
る
。
き
の
こ
は
水
玉
だ
っ
た
り
、
波

打
っ
た
り
し
て
、
手
前
に
は
黄
緑
色
の
大
き
な

シ
ダ
が
ゆ
ら
い
で
い
る
。
木
々
は
黒
々
と
、
上

の
ほ
う
に
は
白
く
透
け
る
枝
葉
が
覆
い
か
ぶ
さ

る
。
森
の
よ
う
だ
が
、
海
の
な
か
の
よ
う
で
も

あ
る
。
し
ば
ら
く
見
て
い
る
と
、
き
の
こ
よ

り
も
、
き
の
こ
を
描
い
た
少
女
の
ほ
う
が
気

に
な
っ
て
く
る
。

ポ
ワ
レ
は
、
装
飾
美
術
を
訪
ね
る
旅
の
な
か
で
、

ウ
ィ
ー
ン
工
房
を
訪
れ
て
い
た
。
生
活
と
一
体

に
な
る
そ
の
あ
り
よ
う
に
感
銘
を
受
け
、
パ
リ

に
戻
る
と
す
ぐ
に
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
を
立
ち
上
げ

た
。
歴
史
や
技
法
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
見

た
ま
ま
、
思
っ
た
ま
ま
を
自
由
に
描
か
せ
る
、

少
女
た
ち
の
学
校
。
絵
に
あ
ら
わ
れ
た
「
野

性
」
は
ポ
ワ
レ
を
虜
に
し
た
。
驚
き
と
好
奇
心

p.8-9　「ポール・ポワレ、モードは祝祭」展（パリ装飾芸術美術館、2025-26年）の展示より
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2026年1月9日　

東京

Tokyo

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
戻
っ
て
き
て
、
東
京
で
も

マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
を
観
る
機
会
が
あ
っ
た
。

「
ア
ー
ル
・
デ
コ
と
モ
ー
ド
」
展
の
会
場
で
、

黒
地
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ン
ク
の
大
柄
な
格

子
か
ら
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
、
淡
い
ピ
ン
ク
や

紫
の
花
が
咲
く
。
手
描
き
の
線
の
歪
み
や
版

ず
れ
さ
え
も
好
も
し
い
。
こ
ん
な
壁
紙
や
テ

キ
ス
タ
イ
ル
が
暮
ら
し
に
あ
っ
た
ら
、
ど
ん

な
夢
を
み
る
の
だ
ろ
う
。

パ
リ
の
ポ
ワ
レ
展
の
一
角
を
思
い
出
す
。
少

女
た
ち
が
下
絵
な
し
に
編
ん
だ
タ
ピ
ス
ト

リ
ー
、
咲
き
誇
る
大
き
な
ア
ネ
モ
ネ
の
テ
キ

ス
タ
イ
ル
に
薔
薇
の
衝
立
。
大
胆
な
色
柄

が
い
く
つ
も
重
な
り
合
っ
て
い
る
の
に
、
不

思
議
に
調
和
し
て
い
た
。

モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
向
か
う
大
き
な
流
れ
と

は
異
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
展
示
空
間
の

中
心
に
置
か
れ
た
1
9
2
0
年
代
の
ド
レ
ス

越
し
に
み
る
そ
れ
は
、
た
し
か
に
時
代
の
ひ

と
つ
の
彩
り
だ
っ
た
と
思
え
た
。

村松美賀子さんが選んだ収蔵品村松美賀子さんが選んだ収蔵品

1925年頃1925年頃
京都服飾文化研究財団所蔵　来田猛撮影京都服飾文化研究財団所蔵　来田猛撮影（上）（上）、成田舞撮影、成田舞撮影（右）（右）

綿と麻の平織の生地に、格子柄とベゴニアの花のプリント。291.5×82cm。
「マルティーヌ」は、デザイナー、ポール・ポワレが1911年に訪れたウィーン
工房での知見を活かし、パリに設立したインテリアとテキスタイルのデザイン
の学校。後にショールームへと発展した。このベゴニアのデザインは1912年
頃からテキスタイルや紙に繰り返し使われ、定番の柄として人気を博した。

「アール・デコとモード 京都服飾文化研究財団（KCI）コレクションを中心に」展
（三菱一号館美術館、2025-26年）の展示より©KCI

広告「マルティーヌ」広告「マルティーヌ」
『牧神パン：パリの高級品年鑑 1928年』より『牧神パン：パリの高級品年鑑 1928年』より
京都服飾文化研究財団所蔵京都服飾文化研究財団所蔵
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珍
品
奇
品
も
数
多
い
K
C
I
の
収
蔵
庫

　
　
　
　
　
　
　

—

そ
こ
は
ま
さ
に
「
驚
異
の
部
屋
」。

12

フランスで作られた女性用の小ぶりの
帽子。前下がりに傾けてかぶる、当時
の流行のスタイルだ。赤と黒の羽根
飾りが華やかなアクセントになっている。
ところが、帽子本体の素材に目を向け
てみると、ネットにくるまれているのは
何処にでもある新聞紙。なんとも不思
議な取り合わせだ。
この帽子を手がけたアルブイ店は、
1938年に創業したパリの帽子店。第
二次世界大戦の最中、物資不足によっ
て女性たちは簡素な装いを余儀なくさ
れたが、アルブイ店は新聞紙を再利
用し、印字や写真をデザインに活かし
た帽子を制作。女性たちにささやかな
おしゃれを提案した。いま見ると、な
んてポップなアップサイクルなのだろう！
（筒井）

紙製帽子

素材：紙、羽根、絹、麻
原産地：フランス

製作年：1940年代前半
京都服飾文化研究財団所蔵　成田舞撮影

帽子のクラウンのトップに配
されているのは、新聞に掲載
された作曲家リヒャルト・ワー
グナーの写真部分。

13



草花柄の上に蝶がオーバープリントされている涼しげな生地。草花柄の上に蝶がオーバープリントされている涼しげな生地。（成田舞撮影）（成田舞撮影）

K
C
I
の
収
蔵
品
に
み
ら
れ
る

技
法
や
素
材
を
手
が
か
り
に
、

専
門
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

産
地
訪
問
を
行
い
ま
す
。

東
京
都
江
戸
川
区  

注
染

ち
ゅ
う
せ
ん

29

西
洋
と
日
本
、
重
な
る
イ
メ
ー
ジ

　
涼
し
げ
で
愛
ら
し
い
一
着
の
服

―
。
ピ
ン
タ
ッ
ク
を
寄
せ

Ⅴ
字
を
つ
く
る
衿
元
は
、
ど
こ
か
着
物
の
打
ち
合
わ
せ
を
思
わ

せ
る
。
一
方
で
、
ふ
ん
わ
り
と
膨
ら
む
袖
は
、
十
九
世
紀
の
西

洋
の
ド
レ
ス
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
ブ
ラ
ン
ド
、
タ
オ
・
コ
ム
・
デ
・
ギ
ャ
ル
ソ
ン
が
二
〇
〇
八

年
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
発
表
し
た
作
品
の
ひ
と
つ
だ
。
こ
の

和
洋
の
雰
囲
気
が
溶
け
合
う
服
の
か
た
ち
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、

文
様
も
ま
た
独
特
の
世
界
観
を
み
せ
る
。
薄
い
生
地
に
重
ね
て

染
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
西
洋
風
の
草
花
と
、
そ
の
上
に
舞
う

日
本
の
蝶
だ
。
色
彩
豊
か
で
写
実
的
な
草
花
に
対
し
、
藍
の
濃

淡
に
よ
る
蝶
の
表
現
は
抽
象
度
が
高
い
。
古
典
的
か
つ
モ
ダ
ン

な
日
本
の
蝶
。
そ
の
洗
練
さ
れ
た
意
匠
を
手
が
け
た
の
が
、
江

戸
の
粋
を
今
に
伝
え
る
浴
衣
の
老
舗
、
竺ち

く
せ
ん仙
だ
。

江
戸
時
代
の
新
し
い
浴
衣

　
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
年
）、
江
戸
随
一
の
繁
華
街
、
浅
草

に
一
軒
の
呉
服
商
、
の
ち
の
竺
仙
が
創
業
し
た
。
初
代
・
仙
之

助
が
当
初
販
売
し
て
い
た
の
は
友
禅
に
代
表
さ
れ
る
手
描
き
の

着
物
だ
っ
た
。
し
か
し
、
客
の
要
望
を
受
け
、
次
第
に
型
紙
で

染
め
る「
小
紋
」を
扱
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
と
き
に
得
た
型
染

め
の
知
識
や
職
人
と
の
絆
が
、
仙
之
助
を
新
た
な
道
へ
と
向
か

多色の草花柄をプリントした白の綿ボイルに、藍
で蝶（トップ）と菊（パンツ）をオーバープリント。
袖口とウエストに紺の綿平織のリボン飾り。

2008年春夏
京都服飾文化研究財団所蔵　広川泰士撮影

KC I収蔵品
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わ
せ
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
の
は
浴
衣
だ
。
当
時
の
浴
衣
と

い
え
ば
無
地
や
絞
り
が
主
流
で
、
着
物
の
よ
う
な
文
様
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
仙
之
助
が
手

が
け
た
文
様
豊
か
な
型
染
め
の
浴
衣
は
、
江
戸
の
粋
な
文
人
や

役
者
た
ち
を
虜
に
す
る
。
そ
の
人
気
は
瞬
く
間
に
広
が
り
、
竺

仙
の
名
は
全
国
へ
と
響
き
渡
っ
て
い
っ
た
。

　日
本
特
有
の
技
法
「
注
染
」

　「
こ
の
蝶
は
竺
仙
で
古
く
か
ら
使
っ
て
い
る
文
様
で
、
注
染

と
い
う
技
法
で
染
め
て
い
ま
す
。
こ
の
生
地
を
制
作
す
る
現
場

に
私
も
い
た
の
で
懐
か
し
い
で
す
。」
竺
仙
で
綿
布
事
業
を

担
っ
て
き
た
對つ

し
ま馬
貴
音
さ
ん
が
当
時
を
振
り
返
る
。
持
ち
込
ま

れ
た
草
花
プ
リ
ン
ト
の
綿
地
は
浴
衣
を
染
め
る
作
業
場
で
は
生

地
幅
が
広
す
ぎ
、
半
分
に
カ
ッ
ト
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た

と
い
う
。
注
染
と
は
、
文
様
の
染
め
な
い
箇
所
を
糊
で
防
染
し

な
が
ら
、
生
地
を
屛
風
た
た
み
に
折
っ
て
重
ね
上
げ
、
上
か
ら

染
料
を
注
い
で
染
色
す
る
日
本
特
有
の
型
染
め
技
法
の
ひ
と
つ

だ
。
表
裏
に
同
じ
文
様
が
表
れ
る
た
め
、
浴
衣
を
は
じ
め
手
ぬ

ぐ
い
の
染
色
に
も
適
し
、
注
染
を
手
掛
け
る
工
場
は
明
治
以
降

か
ら
全
国
に
急
増
し
た
。
し
か
し
、
近
年
そ
の
数
を
大
幅
に
減

ら
し
、
現
在
で
は
全
国
に
十
数
軒
程
度
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

「
浴
衣
の
注
染
は
高
い
技
術
が
必
要
な
の
で
、
浴
衣
を
扱
え
る

工
場
は
も
っ
と
少
な
い
ん
で
す
よ
。
作
業
場
で
そ
の
工
程
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。」

江
戸
川
区
の
染
工
所
へ

　
東
京
の
荒
川
と
江
戸
川
に
挟
ま
れ
た
松
島
と
い
う
エ
リ
ア
に
、

伊い
せ
や
す

勢
保
染
工
所
は
工
場
を
構
え
て
い
る
。
今
は
住
宅
街
だ
が
、

か
つ
て
は
豊
富
な
用
水
の
恩
恵
を
受
け
、
染
色
業
者
が
数
多
く

軒
を
連
ね
る
場
所
だ
っ
た
。
国
道
を
逸
れ
住
宅
地
に
入
っ
て
い

く
と
、
同
社
の
ひ
と
き
わ
高
い
干
し
竿
の
列
が
目
に
飛
び
込
ん

で
き
た
。
訪
問
時
は
雨
だ
っ
た
が
、
晴
れ
て
い
れ
ば
浴
衣
の
反

物
が
た
な
び
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
同
社
は
大
正
五
年
の
創
業

時
以
来
、
竺
仙
の
浴
衣
を
手
が
け
て
き
た
。
今
は
四
代
目
社
長

の
伊
藤
匠
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
十
八
名
の
職
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
場
を
担
当
し
て
い
る
。
伊
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、
注
染

の
工
程
は
大
き
く
分
け
て
五
つ
あ
る
と
い
う
。「
ま
ず
、染
色
前

の
生
地
を
整
え
る〈
干
場
〉。
次
に
糊
を
乗
せ
て
型
付
け
を
行
う

〈
板
場
〉。
そ
し
て
、
染
色
を
す
る
〈
紺
屋
〉。
そ
の
後
、
糊
と
余

分
な
染
料
を
水
洗
い
す
る〈
水
元
〉
を
経
て
最
後
に〈
乾
燥
〉
と

い
う
流
れ
で
す
。」
作
業
場
を
見
渡
す
と
若
い
世
代
の
職
人
の

姿
も
み
え
る
。

注
染
な
ら
で
は
の
技
術

　「
型
付
け
の
工
程
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
か
。」
對
馬
さ
ん
に

う
な
が
さ
れ
、〈
板
場
〉
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
型
付
け
に
十
一

年
間
携
わ
っ
て
い
る
と
い
う
男
性
の
職
人
が
、
幅
一
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
型
枠
を
上
下
さ
せ
な
が
ら
リ
ズ
ム
よ
く
手
を
動
か
し
て

い
る
。「
型
枠
に
取
り
付
け
た
型
紙
を
生
地
に
の
せ
て
防
染
糊

を
つ
け
、
生
地
を
折
り
返
し
て
い
き
ま
す
。
折
り
返
す
と
裏
表

の
関
係
に
な
る
の
で
、
型
の
意
匠
は
鏡
映
し
に
対
応
す
る
よ
う

設
計
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。」
一
反
に
あ
た
る
十
二
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
生
地
を
防
染
す
る
に
は
、
十
二
回
、
型
付
け
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
際
、
折
り
返
す
端
が
少
し
で
も
ず
れ
る
と
製
品

に
な
ら
な
い
た
め
ミ
リ
単
位
の
正
確
さ
が
求
め
ら
れ
る
。「
型

染
め
は
本
来
、
生
地
を
固
定
し
て
お
い
て
、
型
を
動
か
し
て
作

業
し
ま
す
が
、
様
々
な
型
染
め
の
な
か
で
注
染
だ
け
は
そ
の
逆

で
、
固
定
し
た
型
に
生
地
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。
柔
ら
か
く

不
安
定
な
生
地
の
方
を
動
か
す
の
で
、
相
当
な
熟
練
の
技
術
が

要
る
ん
で
す
よ
。」
對
馬
さ
ん
か
ら
話
を
聞
く
間
も
、
職
人
の
流

れ
る
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
糊
が
付
け
ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間

に
生
地
が
折
り
重
ね
ら
れ
て
い
く
。

　
次
に
生
地
は
〈
紺
屋
〉
へ
と
運
ば
れ
、
染
色
の
工
程
に
移
る
。

「
配
色
の
指
示
書
の
通
り
に
、
ぼ
か
し
染
め
を
し
ま
す
。」
染
色

担
当
の
職
人
は
、
異
な
る
色
が
入
っ
た
細
長
い
注
ぎ
口
の
「
ヤ

生地に防染糊をつける〈板場〉。粘度のある糊を
均等にハケでのばすには熟練の技術が要る。

染色をする〈紺屋〉。配色の指示書の通りに
職人が染料を調合する。
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カ
ン
」
を
両
手
に
、

染
台
に
置
か
れ
た

生
地
の
上
に
染
料

を
注
い
で
い
く
。そ

し
て
、す
ぐ
さ
ま
足

元
の
ペ
ダ
ル
を
踏

む
と
、染
台
の
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
が
作

動
し
、下
か
ら
一
気

に
空
気
が
吸
い
込

ま
れ
る
。こ
の
減
圧

に
よ
っ
て
、染
料
は

数
十
枚
も
の
生
地

を
一
瞬
で
貫
通
す

る
。
異
な
る
色
を
同
時
に
吸
引
す
る
こ
と
で
、
美
し
い
多
色
の

ぼ
か
し
染
め
が
表
現
で
き
る
の
だ
そ
う
だ
。「
こ
の
後
、重
ね
た

生
地
の
上
下
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、
そ
の
上
か
ら
も
う
一
度
染

料
を
注
ぐ
ん
で
す
よ
。
反
対
の
面
と
同
じ
配
色
に
な
る
よ
う

に
。」
と
對
馬
さ
ん
。「
染
料
を
注
ぐ
場
所
も
量
も
、
ぼ
か
し
具

合
ま
で
両
面
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

す
か
？
」
両
手
の
「
ヤ
カ
ン
」
を
巧
み
に
操
り
な
が
ら
、
職
人
が

「
は
い
、
上
の
面
で
や
っ
た
こ
と
を
下
の
面
で
も
同
じ
よ
う
に

や
り
ま
す
。
ま
ぁ
、
も
う
長
年
や
っ
て
い
る
の
で
失
敗
は
し
な

い
で
す
ね
。」
と
涼
し
げ
に
答
え
て
く
れ
た
。

た
の
だ
そ
う
だ
。
様
式
化
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
瑞
々
し
く
も
あ

る
意
匠
だ
。「
こ
の
後
、
脱
水
機
に
か
け
て
か
ら
、
干
し
て
乾
燥

さ
せ
ま
す
。
今
日
は
雨
な
の
で
、
屋
内
に
干
し
ま
す
ね
。」
と
伊

藤
さ
ん
。
二
階
へ
あ
が
る
と
、
天
井
近
く
に
太
い
干
し
竿
が
渡

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
は
一
階
ま
で
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
。

す
る
と
、
伊
藤
さ
ん
が
ス
イ
ス
イ
と
竿
の
上
に
の
ぼ
り
、
竿
か

ら
竿
へ
と
飛
び
移
り
な
が
ら
染
め
あ
が
っ
た
ば
か
り
の
生
地
を

手
早
く
竿
に
か
け
て
い
く
。
ま
る
で
曲
芸
の
よ
う
に

―
。

　
一
着
の
服
に
昇
華
さ
れ
た
あ
の
蝶
や
紫
陽
花
の
文
様
は
、
熟

練
の
職
人
た
ち
に
よ
る
「
注
染
」
と
い
う
日
本
特
有
の
高
度
な

手
仕
事
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
伝
統
の
意
匠
と
、
そ
れ

　
染
色
が
終
わ
る
と
、
今
度
は
〈
水
元
〉
で
糊
と
余
分
な
染
料

を
落
と
す
工
程
だ
。
十
数
メ
ー
ト
ル
も
の
長
い
水
槽
に
は
水
が

流
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
ジ
ャ
バ
ジ
ャ
バ
と
飛
沫
を
あ
げ
な
が
ら

生
地
を
解
し
て
い
く
。
次
第
に
薄
茶
色
の
糊
が
落
ち
る
と
、

真
っ
白
な
生
地
に
染
ま
っ
た
藍
と
緑
の
濃
淡
に
よ
る
紫
陽
花
の

文
様
が
現
れ
た
。
鮮
や
か
に
ム
ラ
な
く
染
ま
っ
て
い
る
。
ぼ
か

し
具
合
も
美
し
い
。
こ
の
紫
陽
花
の
文
様
は
竺
仙
の
定
番
で
、

タ
オ
・
コ
ム
・
デ
・
ギ
ャ
ル
ソ
ン
の
他
の
作
品
に
も
採
用
さ
れ

を
形
に
す
る
職
人
た
ち
。
そ
の
ひ
た
む
き
な
手
仕
事
は
、
時
代

や
地
域
を
越
え
て
今
な
お
、
新
し
い
美
の
世
界
を
鮮
や
か
に
彩

り
続
け
て
い
る
。取

材
文
・
筒
井
直
子
　
取
材
写
真
・
五
十
棲
亘

取材にご協力頂いた企業・団体（敬称略）

株式会社 竺仙
〒103-0024　
東京都中央区日本橋小舟町2-3
http://www.chikusen.co.jp

有限会社 伊勢保染工所
〒132-0031　
東京都江戸川区松島2-19-11

微妙なぼかしを調整しながら、生地の上に染料を注いでいく。

糊と余分な染料を洗い流す〈水元〉。
みるみるうちに鮮やかな文様が現れる。

脱水した生地は干し竿に広げてかけ、乾燥させる。
この後、厳密な検品を経て反物として出荷される。

藍と緑の涼しげな紫陽花の文
様。文様が途切れなく、ムラ
なく連続しているのは、各工程
で熟練の技があったから。
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K
C
I
収
蔵
品
の
補
修
、
保
存
を
行
う
「
補
修
室
」
よ
り

日
々
の
奮
闘
を
綴
り
ま
す
。

KCI の衣装展示の舞台裏では、バキュームと呼ばれる表面クリーニングを行っていま

す。これは水や洗剤を使わず、掃除機によって繊維表面に付着したほこりや微細な

汚れを取り除く作業で、博物館・美術館では様々な作品に対して、展示準備や展示

後のメンテナンスとして広く実施されている方法です。

繊維製品は構造上ほこりをため込みやすく、付着した粒子は見た目を損なうだけで

なく、繊維を摩耗させたり劣化を促進したりする要因になるため、定期的な表面清

掃が重要とされています。

KCIでは主に作品展示中のメンテナンスや撤収時にバキューム作業を行っています。使用す

るのは吸引力が強すぎない小型のハンディバキュームで、作品への負担を軽減するため、吸

い込み口にはジャージ布を巻いて、あたりをやわらげています。また、衣装にはビーズ刺繍

などの繊細な装飾が施されていることも多く、靴や鞄など異なる素材の資料も含まれるため、

必要に応じて柔らかな刷毛でほこりを取り除きながら、同時にバキュームで吸引しています。

バキューム作業を通じて目指しているのは「汚れを完全に除去すること」ではなく、「作品を

傷めることなく、良好な状態で展示と保存を続けること」です。目立たない作業ですが、作

品を未来へつなぐための大切なメンテナンスなのです。 （油井）

バ キューム クリー ニ ング に 使 用 するアイテム

T o o l - 0 2

T o o l - 0 1

T o o l - 0 3

T o o l - 0 4

刷 毛

ヘッドライト

バキューム

ハンディライト

T o d a y ' s  T o o l

両手を使う細かな
作業時の必需品。

光を調整し、作品の状態を
細かく確認します。

展示中も作品のかたちを崩さないよう
慎重かつ入念に行います。

作品表面のほこりを取る
メンテナンスの主役。

ビーズや金具まわりの
ほこりをやさしく払います。

今回はバキューム作業について
ご紹介します。

第 2 9 回

石井美恵 . 2023. 『博物館における染織文化財の保存：文化庁委託事業令和4（2022）年度文化遺産国際協力事業「ア
ルメニア共和国における文化遺産保護のための人材育成拠点交流事業」』. 佐賀：佐賀大学芸術地域デザイン学部 .
Canadian Conservation Institute. 2010. Mechanical Surface Cleaning of Textiles. CCI Notes 13/16. 
Ottawa: Canadian Conservation Institute. 

バ キュー ム 作 業 のようす
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▶波状の模様が腰から直線へと移行
する、簡潔なシルエット。長方形を基
調とした平面的な構成ながら、脇線や
袖付けはピン・タックの動きに沿って
仕立てられている。

静かに落ちる直線的なシルエットに、軽やか
な身体感覚が表れるドレス。身頃を覆う細
かな波模様に目を寄せると、整然と並ぶ畝
に沿って、針を進めた跡が見られます。ミシ
ンの均一な線とは異なり、ステッチにはわず
かな不揃いがあります。その針目こそ、波状
の畝のひとつひとつが手縫いによって形づく
られていることを物語っています。生地を細
くつまみ、その折り山を縫い留めたピン・タッ
ク。たて糸とよこ糸が織りなす地の目に反し
ながら、曲線を描くタックを、これほど精緻
な等間隔でとり続ける技巧。その一針一針
からは、オートクチュールならではの膨大な手
仕事がうかがえます。
身体に沿う服づくりを得意としたヴィオネは、
生地の裁ち方やたたみ方、縫い留
め方によって、衣服のかたちと装飾
を同時に表現しました。腰まで同
じリズムで曲線を繰り返す無数の
タックは、身体のふくらみを受けと
めながら、ドレスの表面に繊細な
陰影を生み出しています。（五十棲）

ステッチ
製　作：マドレーヌ・ヴィオネ店
製作地：フランス
製作年：1924年頃

京都服飾文化研究財団所蔵
成田舞撮影

グリーンの絹クレープ。ボート・ネックライン。
身頃全体に一段9mm幅のピン・タック。
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ご寄附のお願い

服をめぐる

KCIでは、活動を支えてくださる皆さまからの
ご寄附をお願いしております。いただいたご支
援は、収蔵品を未来へ受け継ぐための補修・
保存をはじめ、資料の収集や調査研究、公開
事業に活用させていただきます。KCIの活動に
ご理解・ご賛同いただけましたら、ご支援いた
だけますと幸いです。
ご寄附のお申し込みには、所定の申込書をご
利用ください。申込書は、KCIホームページの

「ご寄附のお願い」からダウンロードいただけます。

 「服をめぐる」衣服の研究現場より  第29号
2026年8月31日発行

発行発行

公益財団法人 京都服飾文化研究財団（KCI）

 〒600-8864
京都府京都市下京区七条御所ノ内南町103
株式会社ワコール京都ビル内
電話：075-321-9221
ウェブサイト：https://www.kci.or.jp/

編 集

 デザイン
写 真

：

：
：

衣服を研究する態度や行為は、どのような「表現」をうむのでしょうか。
編む、書く、縫う、着る、描く、刷る、観察する、撮る。本展で
は、私たちと衣服との関係を結び直す多様な表現を行う、TALK 
NONSENSE（小梶真吾＋沖裕希）、キム・ソヒ、The Goodwiller

（斉藤思帆＋田岡美紗子）、Yutaro Saitoの四組を紹介します。彼ら
の実践とともに、変化の大きな時代におけるファッションを見つめ
直すための、「研究方法」を探ります。ぜひ、お越しください。

本誌バックナンバーはこちら
https://www.kci.or.jp/publication/public-relations-magazine/

KCIホームページ：
https://www.kci.or.jp/contribution/

お問い合わせ：075-321-9221

お知らせ

TALK NONSENSE《 都 市を 編み直す - Knits & 
Review》三菱一号館美術館 Espace 1894｜YAU

（有楽町アートアーバニズム）まちなか公募2025

「ファッションリサーチャー–ズ：
衣服と社会をともに考える、四つのプラクティス」

KCIギャラリー展示

休 館 日

会 場

入 場 料

開館時間

会 期 2026年10月5日（月）〜 12月25日（金）

午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）

土・日・祝日  ＊ただし11月3日（火・祝）は開館

KCIギャラリー

無料

京都府京都市下京区七条御所ノ内南町103  株式会社ワコール京都ビル5階

助成：科学研究費補助金 基盤研究（C）「芸術実践としてのファッションキュレーション─ファッション展実践の検証と応用可能性」
［課題番号：26K03618、研究代表者：五十棲亘］

筒井直子、福嶋英城、五十棲亘、木下ミルテ
（京都服飾文化研究財団） 
坂田佐武郎、桶川真由子（Neki inc.） 
成田舞（Neki inc.） 

を開催します。


